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現
象
と
原
理
を	

	

科
学
的
に
解
説

　

中
学
校
理
科
の
学
習
指
導
要
領

は
「
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
と
災

害
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
、
こ
れ
ら

を
多
面
的
、総
合
的
に
と
ら
え
て
、

自
然
と
人
間
の
か
か
わ
り
方
に
つ

い
て
考
察
す
る
」
と
し
て
お
り
、

全
て
の
中
学
生
が
最
終
学
年
に
お

い
て
「
自
然
の
恵
み
と
災
害
」
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
最
も
数
多
く
用
い
ら
れ

て
い
る
東
京
書
籍
の
教
科
書
は
、

「
大
地
の
変
動
」
と
「
気
象
現
象
」

に
区
分
し
た
上
で
、
計
12
ペ
ー
ジ

を
割
い
て「
自
然
の
恵
み
と
災
害
」

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

  

「
大
地
の
変
動
に
よ
る
恵
み
と

災
害
」
で
は
、
地
球
規
模
で
の
プ

レ
ー
ト
の
動
き
と
火
山
活
動
や
地

震
に
は
か
か
わ
り
が
あ
る
と
し
た

上
で
、
こ
れ
ら
の
地
学
的
な
事
象

が
自
然
の
恵
み
や
災
害
と
深
い
つ

な
が
り
が
あ
る
と
説
明
し
ま
す
。

【
大
地
の
変
動
に
よ
る
恵
み
】
で

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
（
２
０
１
１
年
３
月
11
日
）
以
降
各
学

校
で
は
、
児
童
生
徒
ら
に
自
然
災
害
等
の
危
険
に
際
し
て
自
ら
の

命
を
守
り
抜
く
た
め
の
「
主
体
的
に
行
動
す
る
態
度
」
等
を
身
に

付
け
さ
せ
る
た
め
、防
災
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。「
理

科
」
も
重
要
な
科
目
の
一
つ
で
、「
社
会
科
」
と
と
も
に
防
災
教

育
を
進
め
る
上
で
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

は
温
泉
、
美
し
い
自
然
景
観
、
地

熱
発
電
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
良
港

な
ど
を
取
り
上
げ
【
大
地
の
変
動

に
よ
る
災
害
】
で
は
火
山
活
動
、

地
震
、津
波
と
そ
の
影
響
を
解
説
。

【
火
山
・
地
震
に
よ
る
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
】
で
は
、
砂
防

ダ
ム
や
流
路
工
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
建
築
物
の
耐
震
化
、
各
種
の

警
報
や
注
意
報
、
高
台
へ
の
避
難

路
や
津
波
避
難
ビ
ル
、
防
災
教

育
『
コ
ラ
ム
：
釜
石
の
奇
跡
（
片

田
敏
孝
教
授
）』
な
ど
を
説
明
し
、

生
徒
の
理
解
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
「
気
象
現
象
に
よ
る
恵
み

と
災
害
」
で
は
、
日
本
列
島
が
地

理
的
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
太
平

洋
の
影
響
を
受
け
る
場
所
に
あ

り
、
低
気
圧
や
前
線
、
台
風
な
ど

が
通
過
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を

説
明
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま

え
【
気
象
現
象
に
よ
る
恵
み
】
で

は
豊
か
な
森
林
、
美
し
い
自
然
景

観
、豊
富
な
農
業
用
水
や
飲
料
水
、

肥
沃
な
平
野
な
ど
、【
気
象
現
象

に
よ
る
災
害
】
で
は
大
雨
に
よ
る

土
砂
く
ず
れ
、
都
市
型
水
害
（
地

下
街
や
低
い
場
所
の
浸
水
）、
台

風
に
よ
る
被
害
、
竜
巻
被
害
、
大

雪
や
暴
風
雪
に
よ
る
交
通
障
害
や

雪
崩
に
よ
る
被
害
な
ど
を
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。【
気
象
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
】
で
は
河
川
堤

防
、
ダ
ム
、
傾
斜
地
の
土
砂
く
ず

れ
防
止
壁
、
堰
堤
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
、
特
別
警
報
や
警
報
・
注
意

報
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
な
ど

の
防
災
・
減
災
対
策
が
、
分
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

啓
林
館
の
教
科
書
は
、単
元「
自

然
が
人
間
の
生
活
に
お
よ
ぼ
す
影

響
」
に
計
16
ペ
ー
ジ
を
割
き
、「
自

然
の
恵
み
と
災
害
」
を
詳
説
し
て

い
ま
す
。

「
稲
む
ら
の
火
」
と	

「
島
原
大
変
肥
後
迷
惑
」

　

そ
の
見
開
き
冒
頭
は
、
１
８
５

４
年
の
安
政
南
海
地
震
に
よ
っ
て

発
生
し
た
津
波
の
実
況
図（
古
図
）

と
、
１
７
９
２
年
の
島
原
大
変
大

地
図
と
で
構
成
。
教
科
書
本
文
は

「
わ
た
し
た
ち
は
、
昔
よ
り
自
然

か
ら
の
恩
恵
を
受
け
、
そ
れ
を
利

用
し
て
生
活
し
て
き
た
。一
方
で
、

と
き
に
発
生
す
る
地
震
や
、
火
山

の
噴
火
、
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
な
ど
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て

き
た
。
自
然
と
う
ま
く
つ
き
合
っ

て
生
き
て
い
く
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
の
問
い

か
け
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

安
政
南
海
地
震
は
地
震
後
の
津

波
へ
の
警
戒
と
早
期
避
難
の
重
要

性
、
人
命
救
助
の
た
め
の
犠
牲
的

精
神
の
発
揮
を
説
い
た
伝
記
『
稲

む
ら
の
火
』
で
も
有
名
で
、
小
泉

八
雲
の
『A

 Living G
od

（
生

き
神
様
）』 

を
翻
訳
・
再
話
し
た

物
語
は
１
９
３
７
年
か
ら
約
10
年

間
、
国
定
国
語
教
科
書
に
採
録
さ

れ
、
戦
後
の
検
定
教
科
書
で
も
60

年
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

津
波
の
実
況
図（
教
科
書
掲
載
）

の
解
説
文
に
は
「
夕
方
か
ら
夜
に

か
け
て
津
波
が
広
村
（
現
和
歌
山

県
広
川
町
）
を
お
そ
っ
た
と
き
、

濱
口
梧
陵
は
積
み
上
げ
て
い
た
稲

わ
ら
に
火
を
つ
け
て
村
人
を
高
台

に
導
き
、
多
く
の
命
を
救
っ
た
」

と
あ
り
ま
す
。

戦
後
か
ら
近
年
の	

	

気
象
災
害
を
詳
説

　
「
島
原
大
変
肥
後
迷
惑
」
に
つ

い
て
は
、
図
（
写
真
）
の
説
明
文

で
「
雲
仙
岳
（
長
崎
県
）
で
の
１

７
９
２
年
の
噴
火
末
期
に
、
雲
仙

岳
の
そ
ば
に
あ
る
眉
山
が
大
崩
壊

し
た
。
そ
の
土
砂
は
島
原
の
南
側

　私が国道愛好家として国道をめぐるようになっ
たのは平成元年からで、その平成も間もなく終わ
ろうとしています。平成という時代を国道や道の
駅の観点で二つ振り返ってみます。
　一つのエポックな出来事は「道の駅」の誕生で
す。それまでは休憩といえば、主要幹線の「ドラ
イブイン」が優勢で、地域の情報を得るなら鉄道
の「駅」が代表格でした。この 30 年で鉄道は地
域の足としては衰退し、ローカル線の廃線が進む
一方で、脆弱だった国道はバイパス化や隘

あい

路
ろ

解消

が進み、地域の移動の流れは劇的に改善されまし
た。休息と情報の機能を併せ持った新しい施設が
求められる中で道の駅が誕生、地域の顔となるイ
ンフラになりました。
　もう一つは甚大な自然災害の激増です。ＪＲの
不通区間の増加に端的に現れているように、昭和
の国鉄時代の比ではありません。毎年確実に猛威
を振るう自然災害が日本を襲い、東日本大震災で
は深い悲しみを日本人に与えました。そのような
惨事において、勇気を与えたのは国道が復旧や復
興にいち早く機能し、命の道としての役割を示し
たこと。道の駅がそれまでの情報や休息機能だけ
でなく、防災面での備えの拠点としてクローズア
ップされたことも特筆すべき点です。
　新しい元号の時代に求められる道の駅のあり方
を、引き続き発信していきたいと思います。

シリーズ「国土教育」 中学理科教科書で学ぶ「自然の恵みと災害」

自然災害からの復旧を糧として成長してきた日本人

に
よ
る
紀
伊
半
島
豪
雨
＝
平
成
23

年
／
昭
和
38
年
1
月
豪
雪
／
平
成

18
年
豪
雪
な
ど
、
戦
後
か
ら
近
年

の
代
表
的
な
事
例
を
用
い
て
、
詳

細
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◇　
　
　

◇

　

私
た
ち
日
本
人
は
、
こ
う
し
た

大
規
模
な
自
然
災
害
を
幾
度
も
経

験
し
、
そ
の
た
び
に
苦
難
を
乗
り

こ
え
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
国
土

が
脆
弱
で
あ
る
が
故
に
、
大
規
模

自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
を
糧
と
し

て
、
日
本
人
は
成
長
し
て
き
た
と

も
言
え
ま
す
。

�

（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト
　
森
田
康
夫
）

７

国道愛好家
� 松波成行

を
埋
め
る
と
と
も
に
（
島
原
大

変
）、
有
明
海
に
一
気
に
流
れ
こ

ん
で
大
津
波
を
発
生
さ
せ
、
対
岸

の
肥
後
（
現
熊
本
県
）
を
お
そ
っ

た
（
肥
後
迷
惑
）。
現
在
も
眉
山

に
は
崩
壊
し
た
部
分
の
く
ぼ
み

が
見
ら
れ
、
海
に
流
れ
こ
ん
だ

土
砂
は
小
さ
な
島
々
を
つ
く
っ

て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

大
日
本
図
書
の
教
科
書
で
は
、

気
象
が
も
た
ら
す
災
害
に
つ
い

て
、
室
戸
台
風
＝
昭
和
9
年
／
伊

勢
湾
台
風
＝
同
34 

年
／
第
二
室

戸
台
風
＝
同
36 

年
／
台
風
12
号

寛政の津波供養碑（熊本県宇土市）

平成28年度版中学理科教科書

のとじま
木本洋一支配人

　売店は約100種類の地酒や島の塩、

石川県七尾市能登島向田町 122-14
主要地方道七尾能登島公園線　TEL.0767-84-0225

味噌、野菜と工芸品、お土産物が豊富です。当館
は道の駅初「能登牛認定店」で、能登牛サイコロ
ステーキや朝採れの海鮮丼が人気です。ガラス美
術館や工房が隣接し、イルカウオッチング、ス
キューバダイビングと自然も楽しめます。

せせらぎ郷かみつえ
高畑龍之助駅長

　日本三大林業地の一つ、日田杉の産

大分県日田市上津江町川原 3848-1
国道 387 号　TEL.0973-54-3514

地です。筑後川の源流、川原川沿いの緑豊かな自
然に囲まれ、さわやかな風、せせらぎに癒されま
す。高冷地で生産された椎茸、わさび、お茶は味
と香りが格別。イノシシ肉を使ったジビエ料理、
加工品のヂビミソ、わさびソフトも好評です。

うとろ・シリエク
林典幸管理課長

　世界自然遺産「知床」の玄関口にあ

北海道斜里町ウトロ西 186-1
国道 334 号  TEL.0152-22-5000

る漁師の番屋風施設です。観光船や飲食店、宿泊
等知床観光の総合窓口を設け、地元食材の加工品、
鮮魚、オリジナル珍味の販売、海鮮丼や鹿肉バー
ガーを提供しています。野生動物を中心とした知
床の四季のハイビジョン映像も鑑賞できます。


